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1883（明治 16）年、12 歳で「小奴」としてお座敷に出るようになった貞奴は、16 歳で時の総理
大臣である伊藤博文に水揚げをされて芸者「奴」となった。半ば定説となっている伊藤博文の水


































舞台を踏んでから 5年後の 1908（明治 41）年に「帝国女優養成所」を設立した。1911（明治 44）
年、音二郎は自らが金策に走って建てた帝国座が大阪に完成した直後に、演劇の改良の志半ばで























は、養女の富司や姪の禎子と熱海で暮らした。そして 1946（昭和 21）年 12 月 7 日に熱海でひっ
そりと 76 年の生涯をとじた。 
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久留島武彦(1874〜1960)の四人である。日本で初めての「お伽芝居」は 1903（明治 36）年 10 月
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さらぶ日本は 1925（大正 14）年の治安維持法制定に始まり、1929（昭和 4）年の世界大恐慌、1931
（昭和 6）年の満州事変、1962（昭和 7）年の犬養毅暗殺と、第二次世界大戦に向かって静かに歩
み出しており、娯楽が日常から姿を消していく時代が近づいていた。そうした社会不安がつのる
中、「川上児童楽劇園」は開園から８年程度でその明かりを消すこととなった。 
 
演劇活動の最後「貞照寺」 
「桃光院貞照寺」は、岐阜県鵜沼（現各務原市）の木曽川の流れる景勝地に、貞奴が不動明
王への信仰の証として立てた寺である。1933（昭和８）年、個人が寺を立てる許可がなかなか下
りず、ならばと、貞奴が八王子の廃寺を買収し鵜沼に移した経緯がある。 
貞照寺本堂の壁面には八枚の浮彫の霊験絵図がある。生涯にわたり不動明王への信仰を持ち
続けた貞奴が危難の記録として、自らの人生のなかから選びとった八つの出来事を刻み込んでい
る。本堂に向かって左、裏、右の順に、いずれもが養母かめ、音二郎、桃介、と貞奴にとって大
切な人々に関わる記憶が並んでいる。本堂の左側に建てられた縁起館には貞奴の女優時代の衣装
や脚本類、洋行帰りのドレスなどが納められているのに対し、この浮彫には貞奴の女優時代の栄
光の様子はひとつも含まれていない。 
貞照寺は貞奴の人生を我々に語り続ける存在である。女優としての姿は、本堂の玉石に刻まれ
た役者たちの名前が往年の女優貞奴の輝きを思い出させてくれる。不動明王と八枚の浮彫りは、
信仰に支えられた貞奴の生涯を繰り返し語ってくれる。縁起館には貞奴の全てが修められ、展示
されている品々は強烈な個性を発しながら静かに並んでいる。そして「桃光院貞照寺」という名
は、まさに桃介との関係が永遠のものだという貞奴の思いを私達に投げかけてくる。 
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1933（昭和８）年、落慶入仏法要が盛大に行われ、孫の手を引いて近隣から集められたお稚児
らとともに歩く貞奴の姿が映像におさめられている。還暦を過ぎた貞奴は時折カメラに目線を送
りながら粛々と入仏法要を進める。少し歩が遅れた 4 歳になったばかりの初孫の初を貞奴は立ち
止まって待つ。そしてすっと手を差し出して初の手を取る。貞奴の夫婦養子になった初の両親も
神妙な面持ちで貞奴に続く。桃介の遠縁の二人と孫の初は桃介が貞奴のために作った家族といえ
る。 
『金剛山桃光院貞照寺入仏式』と記された映像は松竹によって撮影された。わずか 20分の映像
だが、この中の貞奴は貞奴の物語を演じる女優であり、貞照寺は貞奴が作り上げた劇場なのでは
ないだろうか。つまり、貞奴は貞照寺という劇場で、自らの人生という演目を自ら演じて見せた
ということだ。女優養成と劇場建築そして観客との一体感、俳優の地位向上。これらは貞奴が半
世紀をかけて追い求めてきたものだ。そのために「お伽芝居」、「女優養成」、「川上児童楽劇
園」と挑戦を繰り返しそれなりの成果は上げてきたけれど、納得できる結果を得られたとは決し
ていえない。 
そこで、貞奴は最晩年に「貞照寺」を建立し、「貞照寺」を劇場に見立てて、カメラの前で女
優貞奴の最後の演技を披露することで、長い間の願いを成就させ、さらに、女優人生と信仰と、
さらに桃介との日々を結実させたのだと考えられる。 
 
結語 
本論文を通して女優貞奴の軌跡と貞奴の 4 件の演劇活動を見てきた。舞台に立つ以外に貞奴が
行った演劇活動はいずれもが時代を読み、適切な協力者とともに目的に向かって実行されたもの
であった。 
その 4 件の演劇活動のきっかけとなったのが欧米での体験であった。それは日本の演劇改良が
持つ二面性と俳優の地位の低さを含む日本の演劇界が持つ因習に気づいたことである。 
「お伽芝居」、「女優養成」、「川上児童楽劇園」「貞照寺」で掲げた改良は、演劇改良の掲げ
る課題と呼応するものであったが、実際の現場での改良は簡単なことではなかった。 
「お伽芝居」、「女優養成」、「川上児童楽劇園」「貞照寺」の活動は今日全てが検証されてい
るわけではなく、なかには行動の全容が見えにくいものもある。それは、これらの活動が貞奴の
私的な色合いが強く、社会との関連性を見出しにくいという一面があったからである。 
「お伽芝居」は巖谷小波という児童文学者とともに、初めて子ども達に物語を演じて見せて、
子どもと演劇の関係を生み出した。経済的に苦しい子ども達にも「お伽芝居」の世界を提供し、
ヴァイオリンという西洋音楽も体験させた。それは児童文化の扉を開いたといえる試みであった。
そこに至る過程は、すでに小波が雑誌を通じて子どもたちを「お伽噺」に目覚めさせ、さらに久
留島らが口演を行なって耳を通して「お伽噺」をイメージさせていたところに、貞奴が演劇で「お
伽噺」の世界を一気に提供したものである。「お伽芝居」を経験して貞奴は子どもたちとの一体
 12 
感を体験することができた。また、一方では、旧来の芝居小屋のシステムを一新する第一歩とし
て、劇場での観劇マナーを子どもたちに教えるという目的も果たせた。 
ついで「女優養成所」は、その目的である女優を育てるというだけでなく、女優という職業で
生きていこうと考える女性たちの自立の道標ともなった。貞奴は明治の財閥が運営する帝国劇場
でも、夫音二郎が個人経営する帝国座でも女優を目指した女性たちの声に応えることができなか
ったが、芸者や遊女と女優を同列に並べ女優の品性を問題視する社会の声に揺れながらも、女優
への道を選択した女性たちの決意には、やがて来る「青鞜」の新しい女の誕生を予感させるもの
があった。 
貞奴がこだわり続けた次世代の演劇界を担う人材の育成を視野に入れた俳優養成は、「川上児
童楽劇園」に引き継がれた。関東大震災の直後に満を辞してスタートしたこの楽劇園は、大資本
による宝塚歌劇団や松竹歌劇部とは比べるべくもなかったが、年代の異なる 30 人ほどの園生たち
が、助け合いながらダンスや楽器演奏、芝居の稽古に励む大家族のようでそこが貞奴の個人経営
の良さもでもあった。また、二子玉川の住所を特定できたことで、楽劇園の日常の一部が判明し
た。ただ活動においてダンスの指導をしていた高田雅夫と舞台装飾を担当していた岡本帰一が若
くして亡くなった痛手は大きかった。さらに、専有劇場の計画で相談役の久留島と意見が合わず
に決別したことも貞奴にとっては残念であったろう。結局この楽劇園も８年程度でその明かりを
消すこととなった。 
最後に、岐阜県鵜沼の「貞照寺」である。女優を育てること、劇場を建てること、その根底に
ある観客と演者の一体感を貞奴は求め続けていた。そのために「お伽芝居」、「女優養成」、「川
上児童楽劇園」と挑戦を繰り返したがその目的が達成できたわけではなかった。そこで、貞奴は
最晩年に「貞照寺」を建立し、「貞照寺」を劇場に見立てて、カメラの前で女優貞奴の最後の演
技を披露することで、長い間の願いを成就させ、さらに、女優人生と信仰と、桃介との日々を結
実させたのではないだろうか。 
貞奴の演劇活動については今後も追求していくべき課題が残されている。一つは今回考察を試
みた女優養成と劇場建築を含む演劇改良に関わる活動にはまだまだ探求が必要である。「お伽芝
居」の台本やバックで演奏されたヴァイオリンの楽譜は未確認である。また、「お伽芝居」を観
劇した子どもたちの感想文も存在は知っているが目することはかなわなかった。「川上児童楽劇
園」に関しても演目と新聞評から舞台の様子を想像するに止まっている。 
 
